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年間計画にない企画を実施する際の進め方について

●第50回 協議会において、『 資料に示すスケジュールは最低限粛々と行い、その他の自然再生活動に寄与する取組については、協議会の開催を待たず

に積極的に進めていく。』ということが了承されました。

●上記は、具体的に以下のような意見が挙げられたことによります。

 各委員会からの提案を進めていくためには、自然再生協議会で承認を得る必要があるため、実行するまでに最低1年かかる。

 エコロジカル・ネットワークの一環として、サクラソウを予定より早い時期に植えたかったが、合意形成に手間がかかった。合意形成に時間がかか
り植えるタイミングを逃すと、１年後になってしまう恐れもあった。

第５０回 荒川太郎右衛門地区自然再生協議会での議事内容

【進め方（案）】

（案） 企画等の提案者は、事前に会長と関係する委員会委員長の了解を得て実施するとともに、実施後に協議会へ報告を行う。

●上記のことから、年間計画にない自然再生活動を、速やかに進める方法について検討していく必要があります。

2


